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研究成果の概要（和文）：本研究では、震災からの復興において求められる復興ガバナンスとは、その当事者たちの「
思い出」を言語や表現、活動を通じて紡いでいく過程であることを明らかにした。
24年～25年にかけての、東日本大震災被災地である山元町復興への参与的な活動において、復興における被災コミュニ
ティの再結合、合意形成、計画立案過程において「思い出」を担った言語の必要性が示された。26年には、この知見に
基づいて、ガバナンス理論の権威であるUCバークレー校のBevir教授のもとで理論的研究を進め、ガバナンス・ストー
リーの解釈・言語化が、ガバナンスの成否を握るファクターであることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study point out the key for the governance to rebuild the town damaged by 
desaster is to synthesis of memories using citizen languages, expressions, and activities. I got this 
idea from activities in the small town in Tohoku during 2012-2013, and from theoretical research in UC 
Berkeley in 2014.

研究分野：社会情報学、哲学

キーワード： ガバナンス　復興　まちづくり　震災　参加　解釈　コミュニティ　合意形成

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究を立案した 2011 年の秋、東日本大震
災で大きな被害を受けた多くの市町村では、
自衛隊らによる救助の生命フェーズ、避難所
等での生命維持のフェーズを経て、仮設住宅
などを利用しつつもとの生活を取り戻すた
めの復興のフェーズになっていた。他方、阪
神大震災からの復興の分析から、復興は町と
住民が主体となった活動でなければ形だけ
の寂しいものとなってしまうことが意識さ
れていた。 
 私自身は震災以前から、まちづくり等の領
域を中心にガバナンス論の研究を進めてい
た。ガバナンス論において、最も重要な要素
はガバナンスの諸アクター（関係行為者）の
参加と協調であり、そのための考え方やしく
みを、阪神淡路大震災の復興の歴史やまちづ
くりの成功事例などから明らかにしてきた。
とくに、地域住民などの当事者であるアクタ
ーが主体的に参加するためには、行政からだ
けの働きかけだけでなく、当事者がある程度
のリテラシーを持って記録を取り行政等の
アクターと交渉しつつ、ガバナンスに参加す
ることが必要であると考えられた。 
 今回の震災においても、比較的早い時期か
ら復興における住民の参加や合意形成が重
要な課題として指摘されており、政府の復興
構想会議においても重要な課題の一つとさ
れていた（復興への提言～悲惨のなかの希望
～、平成 23年 6月 25日、東日本大震災復興
構想会議、原則 2） 
 ただ、これまでの人生で積み上げてきた多
くのものを失った被災者がまちの復興に積
極的に関わることは、震災で受けた生活状況
だけでなく精神的なダメージを考えるなら、
それは決してたやすいことではない。それが
被災地支援活動を経験するなかで私が懸念
する点であった。また、住民主体の復興を支
援するためには、何が必要なのか、それが明
らかではないままに、政治・行政主導の復興
計画が推し進められようとしていた。こうし
た状況において、被災したまちや被災者ひと
りひとりの生活の「記憶」あるいは「思い出」
こそが、被災地の住民が復興のまちづくりに
参加し、主体的にまちを育てていくための大
きな力の一つとなるのではないかと私は考
えはじめていた。 
 私は、社会情報学会（JSIS：当時）の研究
仲間と共に、2011年より被災地である宮城県
山元町の復旧・復興支援活動に参加していた。
私たちの主な活動内容は、避難所のインター
ネット支援（2011年 5月ごろまで）、山元町
災害臨時 FM 局（現在は町のコミュニティ
FM として継続）の情報支援、そして被災写
真の洗浄・デジタル化・返却活動であった。
2011年は、現地の緊急のニーズに対応して活
動のセットアップ、遂行に追われていた。し
かし、2012 年度以降には、今後の災害や社
会活動のために、こうした活動を記録として
残し、活動から新たに発見した知見を学術的

に整理して示していかなければならないと
いう意識が、学会や支援活動仲間の中で高ま
っていた。本研究は、こうした意識に基づい
て構想された。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、こうした「記憶」あるいは「思
い出」を生かした復興支援という着想を実践
的に推し進めると共に、その過程を分析・評
価して、まちづくり研究の領域における有益
な知見としてまとめることを目指した。 
 現在、地方創成のかけ声のもと、日本各地
では歴史的建造物などをまちづくりの中核
に据える取り組みが多数試みられている。浜
松近辺でも、江戸時代の関所を生かしたまち
づくりや、戦災を潜り抜けた建物を生かした
まちづくりが模索されており、筆者もそのい
くつかに関わってきた。だが、その理論的な
いみは必ずしも明らかではなかった。「記憶」
のいみは「やっぱり町の象徴になる建物だか
ら」という形でインフォーマルに語られてき
た。こうしたインフォーマルな語りは示唆に
富んでいるものの、まちづくりに関する知見
としては曖昧なものにとどまり、一般化して
理解するのは難しい。 
 山元町においても、被災写真の返却プロジ
ェクトを推進するなかで、「思い出」「まちの
過去」についての多くのインフォーマルな語
りや知見が交換され、蓄積されつつあった。
こうした記録を残すことは、次の災害や社会
活動に向けての社会的に意義のあることで
あると考えられたが、同時にそこから得られ
る実践的な知見を、ある程度整理され一般化
可能な学術的な知見としてまとめる大きな
必要性を感じ、これを本研究の課題とした。 
 従って本研究は、山元町支援の経験から
「思い出」や「記憶」のいみについて的確な
言葉・理論を与えることで、まちづくりや復
興ガバナンスの推進に理論的、学術的に寄与
することを目的とするものであった。 
  
３．研究の方法 
 宮城県山元町の復興支援活動と並行・連携
しつつ、「思い出」のいみに着目してまちづ
くり研究を行った。 
 復興支援活動としては、「りんごラジオ」
の情報支援、被災写真の返却・共有プロジェ
クトを継続しつつ、被災地のニーズに注意し
て、「山元復興学校」「山元町パソコン愛好会」
といった住民を対象としたリテラシー教
育・学習の支援活動を展開した。 
 2012 年度は被災写真のデータ化や返却プ
ロジェクトの支援を続けた。2011年度から継
続するこの活動は、町内の流出した約 70 万
枚の被災写真のうち、3 割程度を被災者本人
に返却するなど、大きな成果を挙げた。これ
に対して、「キッズデザイン賞 復興支援デ
ザイン賞」を受賞した。 
 2012 年度はこれに並行して、復興の当事
者としての町の人々をエンパワーする発想



で、町との合同事業としてパソコン教室「山
元復興学校」を企画、運営した。この活動は
2013年度以降の町の住民が主体となった「山
元町パソコン愛好会」の活動へと展開した。
こうした活動に対しても、2011年度に続いて
「キッズデザイン賞」、そして社会情報学会
（SSI）より「社会貢献賞」を受賞した。 
 こうした実践的な支援活動の成果をまち
づくり研究の観点から検証・分析して、復興
のまちづくりにおける「思い出」や「記憶」
の保存や共有、こうしたものをめぐるコミュ
ニケーションのいみを明らかにした。2012
年-2013 年は、国内の学会や研究会で理論的
検討を進め、その成果を集約して、『「思い出」
をつなぐネットワーク』（柴田・吉田他編著、
昭和堂、2014 年）にまとめた。同書は、社
会情報学会から「優秀文献賞」を受賞した。 
2014 年度には、復興に関わるガバナンスや
合意形成について理論的に深めるため、アメ
リカ UCバークレーに滞在して、ガバナンス
理論の権威である M.Bevir 教授のもとで文
献研究を進めた。 
 こうした成果は、その都度、学会大会やシ
ンポジウム等の機会に発表し、学会誌等にも
掲載し、継続的にコメントをいただきながら
研究を展開した。また、『「思い出」をつなぐ
ネットワーク』の出版に向けた共編著者は、
被災地での復興活動の協力者でもあり、同書
出版に向けた彼らとの執筆者会議、編集会議
が、率直な意見交換、相互批判とアドバイス
の場となった。 
  
４．研究成果 
 上記の研究活動によって、「記憶」や「思
い出」を単に保存するだけでなく、共有した
り交換したりする場が、復興にとって大きな
力になるのではないかということが分かっ
てきた。 
 記憶や思い出は、それ自身が他者との関係
性を含んでおりネットワークを表現するも
のであるが、同時に、それについて交換する
こと自体が新たなネットワークを生み、そし
て新しい活動と新しい思い出、そして物語を
生み出していく契機なのである。被災地の復
興において、記憶や思い出は、単に過去を懐
かしむだけでなく、現在の活動と未来の物語
を共同で作り出していくための大切な資源
なのである。 
 また、こうした研究と活動を進めていくな
かで、復興ガバナンスにおいて言葉の持つ役
割の重要性が浮かび上がってきた。復興に限
らず、まちづくり、その他のガバナンスにお
いても、そのプロセスは、計画→実行→評価
という、いわゆる PDCA サイクルに沿って進
む。ガバナンスの場合ではとくに、計画とは、
参加者による合意形成過程であり、参加者の
多様な言葉のすり合わせによってあるビジ
ョンが言葉化されるプロセスということが
できる。またその計画の実行過程も、ガバナ
ンスにおいては言語化された計画を多様な

アクターが解釈して実現していく過程であ
り、自律的なアクターの協調性を確保する重
要な鍵は、この解釈の相互理解や相互交渉に
よる協調である。評価についても、同様の状
況が考えられる。従って、こうした合意・実
行・評価のプロセスにおいて、言葉をいかに
すり合わせて協調的に用いるかがネックに
なることが分かってきたのである。 
 特に被災地の復興のまちづくりにおいて
は、住民と行政、そして施工を担う業者、そ
れらを取りまとめるコンサルタント役とい
ったアクターの言語は相互に大きく隔たり
が見られた。こうした隔たりは、復興の当事
者である住民が、まちづくりの物語形成に参
加する上での致命的な障壁になってしまっ
ているように思われる。今後の、復興計画の
行政的な実施に止まらず、復興計画として物
語化された「まち」の最終的な実現に向けた
取り組み、そして、実際のまちの復興につい
て、こうした観点から注意深く観察を続け、
評価していく必要があるだろう。 
 今後は、こうした観点から、被災地にも足
を運んで復興の行く末を見守るとともに、情
報社会における言葉と物語のガバナンスに
ついて、より一般的な問題領域に議論を展開
していく。同時に、意味のすり合わせ、合意
形成、物語の共有、物語の解釈といった、ガ
バナンスにおける言語的な現象について、言
語哲学等の知見に基づき、さらに理論的に理
解を深めていく必要があると考えている。 
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